
  

 

       

 

 

 

 

 

  

 

 

 ９月５日（火）に１学年３２名による「総合的な探究の時間」発表会が、三戸町役場住民福祉課の若木進

之佑氏をお招きし行われました。この発表会では、本校が設定した SDGｓ課題「持続可能なまちづくり」

のもと、「町の魅力化・魅力発信」「ごみを減らすには？」の２つのテーマに生徒が分かれ探究した内容

を発表しました。主体的に課題解決の方法について調査、情報収集、考察し、解決を目指す活動を通し

て、探究の過程を理解し、問題解決能力を身に付けさせながら、課題解決に向けて収集した資料を適

切に活用し成果を発表することを目的に実施されました。 

○発表テーマ（８班） 

１班 古着問題と古着回収           ２班 リサイクルの啓発 

３班 生ゴミ削減とコンポスト        ４班  古着回収をやってみて 

５班 三戸の食材をレシピ付きで発信   ６班 三戸の魅力をＳＮＳ発信！ 

７班 11ぴきのねことふるさと納税    ８班 三戸の四季のイベント発信  
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・ゴミの処理費用が減っても、その分リサイクルにかかる費用がかかってしまうという事がわかった。極力ゴミを出

さない方がいいと思うので、これからの生活でゴミの削減を意識したい(２班への感想) 

・顔出しパネルや商品の提案などをしていて実現して欲しいものでいっぱいでした。(7班への感想) 

若木氏からの講評 


